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観光資産保護としての環境保護制度の作用・反作用
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６） 兼秀夫「遺跡保存と住民生活─明日香村の古都
保存」片桐新自編『歴史的環境の社会学』新曜社，
2000年，3738ページ。
７）町並み保存の場合，多くは町並み保全を獲得した
後，まちづくりに運動目標を拡大している例が多
い。
８）環境文化村は自然環境の保護と地域振興の同時解
決をめざし，その根拠を屋久島の自然の傑出性と
歴史的に形成されてきた自然と人の関わり（環境
文化）に求め，これによって自然と共生する地域
づくりをめざすことを基本理念としている。そこ
での地域形成戦略はしたがって，環境文化を戦略
イメージとした地域づくりであるが，１．自然環
境の保全・管理と屋久島らしい自然空間の再生
２．環境学習，研究機能充実等による屋久島の価
値と個性の再認識　３．国民的広がりと負担によ
る自然保全とボランタリーな協力　４．島外者の
受け入れと高負荷価値化による地域産業の活性化
５．国際的観点から屋久島の位置づけと国際的交
流を主な戦略としている。これらを事業化し，実
施していく主体として屋久島環境文化財団を設立
し，情報中核施設，学習体験施設として屋久島環
境文化センターと屋久島環境文化研修センターを
設立して運営している。今後の活動が注目される
が，県が主体となって行っている環境文化村が２
つの自治体や国の機関，民間ボランティア団体な
どとパートナーシップを持ちながらやっていける
かについては不安がないではない。それは行政の
機関や施設によくみられるように，つくった後の
予算の措置や人員の配置を含め，屋久島のコア施
設として，コア機関としての一躍を担うための援
助や体制について脆弱な感じが否めないからである。
９） 兼，前掲書，43 44ページ。
10） 兼秀夫「フィールドから学ぶ環境文化の重要性」
『環境社会学研究２号』環境社会学会発行，1996年，
38ページ。
11）池田啓・蒔田明史「天然記念物整備活用事業」新
井重三編『エコミュージアム理念と活動』，171184
ページ。
12）10市町の概要を10冊の冊子として作成し，これを
「北鹿の宝箱」のタイトルのバインダーに綴じ込み，
また，探検隊という名の住民グループと一緒に，
一資源一枚のカードというカード方式の解説カー
ドを作成し，同じバインダーに綴じ込む加除式の
解説書を作成している。
13）エコミュージアムの概念と実態については 兼秀
夫「エコミュージアムと地域社会」石原・ 兼・
安福編『新しい観光と地域社会』古今書院，2000
年参照。
14）鬼頭秀一『自然保護を問いなおす』ちくま新書，
126 127ページ参照。
〔付　記〕
本稿は1999年度阪南大学産業経済研究所助成研究
「ツーリズムからみた環境保護制度に関する研究」の成
果報告の一部である。
（2000年12月20日受理）
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